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瀬戸内海地域におけるススキ属遺伝資源の探索・収集
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Summary

To obtain breeding materials to produce biomass crop, genetic resources of Miscanthus spp. were collected 
around the Inland Sea region in October 2022. Eleven accessions were collected from the Okayama, Hiroshima, Ehime, 
Kagawa, and Tokushima Prefectures, where naturally occurring Miscanthus spp. populations are found on roadsides and 
seashores.
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摘要

　2022 年 10 月に瀬戸内海周辺において，バイオマス利用を目的とする植物の育種素材としてススキ属

（Miscanthus spp.）遺伝資源の探索収集を行った．岡山，広島，愛媛，香川および徳島の各県において，路傍

や海岸に自生していた集団を合計 11 点収集した．
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目的

　わが国政府は，2023 年 2 月に「GX（グリーン

トランフォーメーション）実現に向けた基本方針」

を閣議決定し，その中の「エネルギー安定供給の

確保を大前提とした GX の取組」において，再生

可能エネルギーを主力電源化することを掲げてい

る（経済産業省 2023）．第 6 次エネルギー基本計画

では，2050 年カーボンニュートラルに向け 2030 年

の野心的な見通しとして，電源構成における再生

可能エネルギーの割合を 36 ～ 38 ％に高めること

を目標としており，バイオマスはそのうち 5 ％と

されている（資源エネルギー庁 2021）．バイオマス

資源は，廃棄物系資源（家畜排せつ物や建設発生

木材など），未利用系資源（間伐材や稲わらなど），

生産系資源（短周期栽培木材や牧草）に分類され，

生産系資源にはエネルギー利用を目的に栽培する

草本系バイオマスが含まれる（新エネルギー・産

業技術総合開発機構 2014）．

　北海道では，2023 年に石狩市と苫小牧市で大

規模なバイオマス発電所が稼働を開始し，これら

は主に木質系バイオマスと輸入 PKS（パームヤ

シの実の殻）を燃料としている．輸入バイオマス

燃料は，外国為替相場など国際情勢により価格が

変動することから，安定稼働のためには燃料の国

産化が課題となっている．国産バイオマス燃料の

安定供給のためには，木質系だけでなく草本系バ

イオマスも利用し，多様化を図る必要がある．草

本系バイオマスでは，ジャイアントミスカンサス

（Miscanthus x ginanteus）がヨーロッパや北米で利

用されており，そのうちイギリスでは 2020 年の統

計によると栽培面積は約 8,300 ha と推計されてお

り，約 33,000 t が火力発電所の燃料として利用され

て い る（Department for Environment Food and Rural 

Affairs 2021）．ジャイアントミスカンサスは，オギ

（Miscanthus sacchariflorus (Maxim.) Franch.，四倍体）

とススキ（Miscanthus sinensis Andersson，二倍体）

との種間雑種（三倍体）で，ヨーロッパや北米各

地で栽培試験が行われ，バイオマス生産性が高い

ことが報告されている（Lewandowski et al. 2000; 

Clifton-Brown et al. 2001）．わが国で有望視される草

本系バイオマスとして，関東から九州においては

バイオマス生産性の高いエリアンサス（Erianthus 

arundinaceus (Retz.) Jeswiet.）が栽培に適しており，

エリアンサスの越冬が困難な東北以北では，耐寒

性を有するジャイアントミスカンサスが適すると

されている（山田 2013）．ジャイアントミスカンサ

スなどススキ属三倍体雑種（以下，三倍体雑種）は，

花粉稔性が低く種子の稔実率が極めて低いため，

海外では種子の飛散による雑草化の可能性が低い

とされ，日本では各地に自生する在来ススキ属集

団との交雑の恐れがほとんどないことから，生態

系への影響が少ないという利点がある．

　農研機構では，東北農業研究センター（東北

研）を主体として，人為交配により育成したスス

キ属雑種系統（オギススキ，Miscanthus × ogiformis 

Honda，三倍体）を民間業者との共同研究により茅

葺き屋根の材料として特性評価し，2021 年に建材

向けオギススキ 3 系統を品種登録出願した．この

うち 1 点は，北農研においてススキ（盛岡）を種

子親，オギ（北農研内自生系統）を花粉親として

交配し育成した品種（ナンブ NE，出願番号 35975）

である．また，東北研において，北農研と九州沖

縄農業研究センターが鹿児島県において共同で収

集したオギとススキの自然雑種系統（オギススキ）

について，バイオマス作物としての特性評価を行

い，「MB-1」と「MB-2」の 2 点を 2021 年に品種登

録出願した（出願番号 35900 および 35901）．

　わが国では，ススキやオギの他にトキワススキ

（Miscanthus floridulus (Labill.) Warb. ex K. Schum. et 

Lauterb.）やハチジョウススキ（Miscanthus sinensis 

Andersson var. condensatus (Hack.) Makino）など 7 種

のススキ属が自生している（西脇・Nadir 2014）．

農研機構では，これまでにバイオマス作物の育種

素材として全国各地でオギ遺伝資源を探索収集し

ており，2021 年にはさらなる変異拡大を目的に，

岐阜県等の中部地方においてカリヤス（Miscanthus 

tinctorius (Steudel) Hackel）を含むススキ属遺伝資源

の探索収集を実施した（眞田ら 2021）．トキワス

スキは，わが国では関東以南～沖縄の沿岸部に分

布し，海外では中国南部，台湾，東南アジアから

太平洋諸島の熱帯および亜熱帯に分布する（Clifton-

Brown et al. 2008）．トキワススキは，常緑性で耐寒

性は劣るが，中国（Feng et al. 2015）や台湾（Huang 

et al. 2011）およびフランス（Zub et al. 2011）にお
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いて年 20 ̵ 30 t/ha の高いバイオマス生産性を示す

こと報告されており，高バイオマス作物の育種素

材として利用できる可能性がある．農研機構では，

熊本県（Yamashita et al. 2011）でトキワススキ 3 点

を収集しているが，他の地域での収集は行ってい

ないことから，トキワススキの自生が確認されて

いる瀬戸内海地域において，バイオマス用の育種

への利用を考慮してトキワススキを中心としてス

スキ属遺伝資源の探索収集を実施した．

調査方法

　中国および四国地方の瀬戸内海地域において、

ススキ属遺伝資源の探索収集を 2022 年 10 月 24 ～

27 日に実施した．兵庫県から探索を開始し，各県

の路傍や海岸付近において探索収集した．ススキ

属のうち，オギについては 2017 年（眞田ら 2018）

と 2018 年（眞田ら 2019）にこの地域で探索収集

を行ったことから，今回はトキワススキを中心に

探索を行った．トキワススキの自生地については，

Ibaragi ら（2013）の報告に記載された遺伝資源の

収集地点を参考にして，さらに Google Map のス

トリートビュー機能によって探索候補地の植生を

把握し，トキワススキが生育可能な環境であるこ

とを事前に確認した．収集予定地周辺では，主に

穂と草型によりススキ属を識別し，トキワススキ

は他のススキ属に比べて穂が大型で葉幅が広いこ

となど形態的特性により判別した．収集地点では，

緯度・経度および標高，草丈など形態的特性，群

落の面積，植生など周辺の生育環境などを記録し

た．緯度・経度および標高は，GPS 受信機（Garmin

Fig. 1. Collection ( ● ) and survey ( ▲ ) sites and collection number of Miscanthus spp. in Hyogo and Tokushima 
prefectures.
図 1．兵庫県と徳島県におけるススキ属の収集地点（●）および調査地点（▲）と収集番号．
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社 GPSMAP62SJ）により計測した．標高は，国土

地理院地図（http://maps.gsi.go.jp）により探索終了

後に補正した．各自生地において 1 地点当たり 5

本以上の穂を集団で採取し，一部は数本の茎を掘

り上げて栄養体として収集した．遺伝資源の名称

は，収集地点の地名を付した．

調査結果

　瀬戸内海地域の岡山県，広島県，愛媛県，香川

県および徳島県において収集したススキ属遺伝資

源の調査結果を表 1 に示し，調査のみで収集しな

かった地点の情報を表 2 に示した．これらの収集

地点と調査地点を図 1 ̵ 3 に示した．

　1 日目（2022 年 10 月 24 日）は，神戸空港に到

着後に兵庫県姫路市の海岸付近に移動し，海岸近

くの水路斜面にトキワススキが 1 株の自生してい

るのを見出したが，種子が飛散して十分に種子が

得られない状態だったため，収集しなかった（調

査地点 1，表 2，図 1）．この地点から約 1 km 西の

小赤壁展望台において，崖の上の雑草地にトキワ

ススキが点在していたが，同様に種子が既に飛散

していたことから収集しなかった（調査地点 2，表 2，

図 1）．岡山県へ移動し，玉野市の胸上浜において，

砂浜沿いに自生するトキワススキの大規模な集団

を見出した．種子が飛散してたが大規模な集団だっ

たため，株を収集した（収集番号 MF1，写真 1，表 1，

図 2）．この集団は，幅 3 m 程度，長さ約 300 m の

帯状となっており，防砂林として植栽されたと思

われる．

　2 日目（2022 年 10 月 25 日）は，岡山県倉敷市

から探索を開始し，倉敷市玉島の海岸付近の耕作

地周辺に自生を見出したが，種子が飛散していた

ことから収集しなかった（調査地点 3）．広島県に

入り，三原市内でトキワススキの候補地を探索し

たが，既に刈払われていたため西に約 1 km 移動し，

竹原市の路傍の雑草地においてトキワススキの集

Fig. 2. Collection ( ● ) and survey ( ▲ ) sites and collection number of Miscanthus spp. in Okayama and Kagawa 
prefectures.
図 2．岡山県と香川県におけるススキ属の収集地点（●）および調査地点（▲）と収集番号．

Fig. 2. Collection and (●), survey (▲) sites and collection number of Miscanthus spp. in Okayama and Kagawa prefectures.
図2．岡山県と香川県におけるおけるススキ属の収集地点（●）および調査地点（▲）と収集番号

doi:
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団を見出し，株を収集した（収集番号 MF2，写真

2，表 1，図 3）．次に，竹原市の海岸付近において

トキワススキの候補地を探索したが，圃場の拡張

により集団は消失していた．瀬戸内海の島嶼部へ

移動し，呉市上蒲刈島の海岸沿いの林地内におい

て，トキワススキが数株自生しているのを見出し，

株を収集した（収集番号 MF3，写真 3，表 1，図 2）．

この地点は，現在は山林であるが，石垣が積まれ

たように見受けられたことから，以前は耕作地で

あったと思われた．東へ移動し，呉市大崎下島の

Photo 1. Miscanthus floridulus collected from Tamano City, 
Okayama (Col. No. MF1, Muneagehama, altitude 1 m).
写真 1．岡山県玉野市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF1，胸上浜，標高 1 m）．

Fig. 3. Collection sites ( ● ) and collection number of Miscanthus spp. in Hiroshima and Ehime prefectures.
図 3．広島県と愛媛県におけるススキ属の収集地点（●）と収集番号．Fig. 3. Collection sites (●) and collection number of Miscanthus spp. in Okayama and Ehime prefectures.

図3．広島県と愛媛県におけるおけるススキ属の収集地点（●）と収集番号

doi:

Photo 2. Miscanthus floridulus collected from Takehara City, 
Hiroshima (Col. No. MF2, Takehara, altitude 59 m).
写真 2．広島県竹原市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF2，竹原，標高 59 m）．
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海岸沿いの林地内においてトキワススキを見出し

たが，急斜面の上であるため収集を断念し，集落

近くの崖に自生する株から種子を収集した（収集

番号 MF4，写真 4，表 1，図 3）．岡村島からフェリー

により愛媛県の大三島に移動し，耕作地周辺にお

いてトキワススキが点在しているのを見出し，種

子を収集した（収集番号 MF5，写真 5，表 1，図 3）．

　3 日目（2022 年 10 月 26 日）は，愛媛県今治市

から探索を開始し，今治市波方町の路傍の雑草地

においてトキワススキを見出し，種子を収集した

（収集番号 MF6，写真 6，表 1，図 3）．香川県へ移

動し，三豊市詫間町の路傍においてトキワススキ

の集団を見出し，株を収集した（収集番号 MF7，

Photo 3. Miscanthus floridulus collected from Kure City, 
Hiroshima (Col. No. MF3, Kamikamagarijima, altitude 4 m).
写真 3．広島県呉市で収集したトキワススキ（収集番
号 MF3，上蒲刈島，標高 4 m）．

Photo 5. Miscanthus floridulus collected from Imabari City, 
Ehime (Col. No. MF5, Oomishima, altitude 4 m).
写真 5．愛媛県今治市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF5，大三島，標高 4 m）．

Photo 4. Miscanthus floridulus collected from Kure City, 
Hiroshima (Col. No. MF4, Oosakishimojima, altitude 4 m).
写真 4．広島県呉市で収集したトキワススキ（収集番
号 MF4，大崎下島，標高 4 m）．

Photo 6. Miscanthus floridulus collected from Imabari City, 
Ehime (Col. No. MF6, Imabari, altitude 14 m).
写真 6．愛媛県今治市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF6，今治，標高 14 m）．

Photo 7. Miscanthus floridulus collected from Mitoyo City, 
Kagawa (Col. No. MF7, Takuma, altitude 16 m).
写真 7．香川県三豊市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF7，詫間，標高 16 m）．
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写真 7，表 1，図 2）．この地点では，周辺の路傍に

トキワススキが点在していた．続いて多度津町の

路傍においてトキワススキの集団を見出し，種子

を収集した（収集番号 MF8，写真 8，表 1，図 2）．

さらに東へ移動し，高松市庵治町の道路法面にお

いて，ススキ属とは異なる株状のイネ科植物が自

生しているのを見出し，株を収集した（収集番号

MF9，写真 9，表 1，図 2）．穂の形態や草型から

サトウキビ属（Saccharum spp.）と記録したが，そ

の後精査したところ収集地点が茨木ら（2015）の

報告と一致することから，この植物はヨシススキ

（別名 エリアンサス，Erianthus arundinaceus (Retz.) 

Jeswiet.）であった．徳島県へ移動し，鳴門市の大

手海岸斜面においてススキの集団を見出し，種子

を収集した（収集番号 MF10，写真 10，表 1，図 1）．

この集団に隣接して，ハチジョウススキが 1 個体

自生しているのを見出し，種子を収集した（収集

番号 MF11，写真 11，表 1，図 1）．ススキに比べ

て小穂が密集し，葉の裏がやや白いことなどから，

ハチジョウススキと同定した．

　4 日目（2022 年 10 月 27 日）は，兵庫県淡路島

で探索を行った．淡路島西海岸の淡路市野島付近

の路傍の耕作地周辺において，トキワススキの集

団が数カ所で見られたが，種子は飛散し株の掘り

上げも困難な場所であったことから，収集しなかっ

た（調査地点 4 ̵ 6，表 2，図 1）．

Photo 8. Miscanthus floridulus collected from Tadotsu Town, 
Kagawa (Col. No. MF8, Tadotsu, altitude 11 m).
写真 8．香川県多度津町で収集したトキワススキ（収
集番号 MF8，多度津，標高 11 m）．

Photo 9. Erianthus arundinaceus collected from Takamatsu 
City, Kagawa (Col. No. MF9, Aji, altitude 8 m).
写真 9．香川県高松市で収集したヨシススキ（収集番
号 MF9，庵治，標高 8 m）．

Photo 10. Miscanthus sinensis collected from Naruto City, 
Tokushima (Col. No. MF10, Ootekaigan, altitude 5 m).
写真 10．徳島県鳴門市で収集したススキ（収集番号
MF10，大手海岸，標高 5 m）．

Photo 11. Miscanthus sinensis var. condensatus collected 
from Naruto City, Tokushima (Col. No. MF11, Ootekaigan, 
altitude 5 m).
写真 11．徳島県鳴門市で収集したハチジョウススキ（収
集番号 MF11，大手海岸，標高 5 m）．
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　今回の探索収集において，岡山県，広島県，愛

媛県，香川県および徳島県でトキワススキ 8 点（種

子 4 点，栄養体 4 点），ススキ 1 点，ハチジョウス

スキ 1 点，ヨシススキ（サトウキビ属として記録）

1 点の計 11 点を収集した．トキワススキは，いず

れも草丈 250 ～ 300 cm 程度，株の直径が 1 m 程度

の大型であった．収集した遺伝資源はパスポート

登録して，種子はサブバンクに保存し，栄養体は

当面温室内で養成し株分けが可能となった時点で

圃場に定植する．

考察

　トキワススキは，開花が 6 ̵ 8 月とされ，10 月時

点では種子が既に脱粒して飛散している場合が多

かったが，一部の穂には種子が残っており，収集

することができた．十分な種子を収集するために

は，探索時期として 7 月から 9 月が適切であると

考えられた．しかし，Ibaragi ら（2013）の調査結

果では，7 ̵ 8 月に収集したトキワススキの種子 145

点の種子稔性は，大部分は 0 ̵ 3 % であり平均 1.39 

% と極めて低かった．したがって，トキワススキ

の収集は，種子を収集する場合は種子稔性が低い

可能性があるため，栄養体での収集が適切である

と考えられる．Ibaragi ら（2013）は，日本と台湾

で収集したトキワススキについて，マイクロサテ

ライトマーカーにより遺伝的多様度を比較した結

果，台湾の系統は多様性が高いが，日本の系統に

ついては多様性が 3 点を除いて見られず，1 クロー

ンに由来する可能性があることを報告している．

今回の各収集地点における観察では，トキワスス

キの草型，穂型，生育ステージに大きな変異は無

いように見受けられた．日本のトキワススキが同

一遺伝子型である場合，トキワススキの生殖様式

が他殖性と仮定すると，自殖率が極めて低いこと

により種子稔性が低いと推察される．ススキは，

自殖率が低く自家不和合であるとされており（平

吉ら 1955），トキワススキについても自家不和合で

ある可能性があるが，生殖様式については今後さ

らなる調査が必要である．今後は，同一遺伝子型

の可能性を見極めるために，生態的および形態的

特性の変異について調査するともに，倍数性の確

認とゲノム解析も必要である．

　今回の探索において，トキワススキは耕作地周

辺や民家の周囲，耕作地跡とみられる場所で確認

された．トキワススキは，草丈が約 3 m となるた

め，防風林として人為的に植栽により分布を広げ

た可能性がある．宮崎県の日向灘沿岸では，1954

年に大型台風が 4 個上陸・接近した際に，トキワ

ススキが防風林として植栽されている水田におい

ては潮風害が少なかったことが報告されている（佐

藤 1955）．トキワススキは，古来より防風林として

利用されきたが，近年は道路工事や護岸工事，圃

場の基盤整備などにより生育地が減少しており，

種子稔性も極めて低いことから，消失も危惧され

るので遺伝資源収集が急がれる．トキワススキは，

主に亜熱帯に分布していることから，わが国の自

生地は暖地が中心であるが，台湾では標高 1500 m

程度の山地にも分布しており（Huang et al. 2011），

ある程度の耐寒性を有すると考えられる．サイエ

ンスミュージアムネット（2018）の自然史標本情

報によると，福島県いわき市や群馬県太田市で採

取された標本が記録されていることから，北関東

周辺でも生存が可能であると推察される．エリア

ンサスは，栽培適地が北関東までとされているが，

福島県の浜通り地区でも栽培が可能であることが

報告されており（我有ら 2019），トキワススキの標

本が記録されている北限とほぼ一致することから，

トキワススキの生育特性はエリアンサスに近いと

考えられる．そのため，トキワススキをバイオマ

ス作物として利用する場合，エリアンサスと同様

の地域での利用が想定される．

　トキワススキは，イタリアにおける栽培試験で

ジャイアントミスカンサスより耐干性に優れ，バイ

オマス生産性も高いことが報告されている（Scordia 

et al. 2020）．そのため，トキワススキをジャイアン

トミスカンサスに置き換えて利用することも想定

されるが，耐寒性はジャイアントミスカンサスよ

り劣ることから，置き換えのためにはトキワスス

キに耐寒性を付与する必要がある．そのための手

法として，耐寒性を有するススキまたはオギとト

キワススキを交雑し，トキワススキに耐寒性を付

与することが考えられる．ススキとトキワススキ

は，いずれも二倍体で同じススキ節に分類されて

いることから（西脇・Nadir 2014），交雑は可能と
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推察される．中国では，トキワススキとススキの

自然交雑種が見出されており（Zhu et al. 2012），さ

らにトキワススキと二倍体オギとの人為交雑種も

作出されている（Ai et al. 2014）．トキワススキと

ススキは，開花期が異なると予想されることから，

交雑のためにはトキワススキの開花特性を解明し，

両者の開花が一致するよう生育環境を調節する必

要があると考えられる．雑種の栽培地域としては，

エリアンサスの栽培適地より北で，ジャイアント

ミスカンサスの栽培適地である東北地域が想定さ

れる．トキワススキは，ススキと同様に茎が密集

した草型であることから，雑種はジャイアントミ

スカンサスよりも茎が密集し，バイオマス生産性

が高いことが予想される．今後は，トキワススキ

の特性調査を進め，バイオマス作物としての利用

性を明らかにする．
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Table 1. List of Miscanthus spp. collected around the Seto Inland Sea region
表 1．瀬戸内海地域におけるススキ属の収集リスト

1) 自生地での観察において，茎の直径が１cm 前後を太茎，5mm 前後を細茎とした．
2) その後精査しヨシススキ（Erianthus arundinaceus）の可能性が高いことが判明．従来は Saccharum 属とされていた．

JP
番号

収集
番号 名称 収集日 草種 収集 

方法 県名 収集地点 緯度
（北緯）

経度
（東経）

標高
(m)

収集地帯
の

地形

収集地点
の

地形
生育環境 植生

土壌
の

状況
草丈
(cm)

生育
ステージ

群落
の

大きさ
(m2)

特徴 1) 備考

286470 HARC-
MF1

胸上浜 10/24/
2022

トキワススキ 栄養体 岡山県 玉野市胸上 34.5506 134.0221 1 平坦地 平坦地 海岸 トキワススキ，低木 乾燥 280 出穂 500 太茎 砂浜に沿って群生，
防砂林として利用？

286471 HARC-
MF2

竹原 10/25/
2022

トキワススキ 栄養体 広島県 竹原市忠海東町 34.3442 133.0090 59 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 低木，クズ 乾燥 300 出穂 10 太茎 水路沿いの斜面

286472 HARC-
MF3

上蒲刈島 10/25/
2022

トキワススキ 栄養体 広島県 呉市蒲刈町
大浦

34.1636 132.7506 4 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地，
山林

低木 乾燥 300 出穂 5 太茎 海岸付近の道路沿い

286473 HARC-
MF4

大崎下島 10/25/
2022

トキワススキ 穂 広島県 呉市豊浜町
大字大浜

34.1702 132.8035 4 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地，
山林

低木，つる性植物 乾燥 250 出穂 5 太茎 墓地に隣接，急斜面

286474 HARC-
MF5

大三島 10/25/
2022

トキワススキ 穂 愛媛県 今治市大三島町
宗方

34.1938 132.9563 4 丘陵地 平坦地 路傍の雑草地，
畑地

ササ，
セイタカアワダチソウ

乾燥 230 出穂 30 太茎 耕作地周辺に点在

286475 HARC-
MF6

今治 10/26/
2022

トキワススキ 穂 愛媛県 今治市波方町
西浦

34.1325 132.9414 14 丘陵地 平坦地 路傍の雑草地 低木，
セイタカアワダチソウ，
クズ

乾燥 300 出穂 5 太茎 路傍の耕作地跡付近

286476 HARC-
MF7

詫間 10/26/
2022

トキワススキ 栄養体 香川県 三豊市詫間町
大浜

34.2218 133.6153 16 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地，
山林

低木，
セイタカアワダチソウ

乾燥 300 出穂 5 太茎 付近の路傍に点在

286477 HARC-
MF8

多度津 10/26/
2022

トキワススキ 穂 香川県 仲多度郡
多度津町
西白方

34.2531 133.7215 11 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 クズ，低木 乾燥 300 出穂 10 太茎 ガードレールの外側，
海岸沿いの崖の上

286478 HARC-
MF9

庵治 10/26/
2022

サトウキビ属 2) 栄養体 香川県 高松市庵治町
江の浜

34.3989 134.1323 8 丘陵地 傾斜地 路傍（法面）の
雑草地

低木 乾燥 200 出穂 100 太茎 法面に群生，
付近に点在，工事跡？

286479 HARC-
MF10

大手海岸 10/26/
2022

ススキ 穂 徳島県 鳴門市里浦町
里浦平松

34.1784 134.6410 5 丘陵地 傾斜地 海岸 つる性植物 乾燥 200 出穂 10 太茎 海岸（砂地）の斜面

286480 HARC-
MF11

大手海岸 10/26/
2022

ハチジョウ
ススキ

穂 徳島県 鳴門市里浦町
里浦平松

34.1784 134.6410 5 丘陵地 平坦地 海岸 つる性植物 乾燥 180 出穂 1 太茎 海岸（砂地）の斜面の上
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調査地点
番号

調査日 草種 県名 収集地点 緯度
（北緯）

経度
（東経）

標高
(m)

収集地帯
の地形

収集地点
の地形

生育環境 植生 土壌の
状況

草丈
(cm)

生育
ステージ

群落の
大きさ

(m2)

特徴 1) 備考

1 2022/10/24 トキワススキ 兵庫県 姫路市的形町的形 34.7702 134.7393 2 丘陵地 平坦地 水路の斜面 セイタカアワダチソウ，
アメリカセンダングサ

乾燥 220 出穂 3 太茎 福泊海岸付近の水路斜面，
１個体？

2 2022/10/24 トキワススキ 兵庫県 姫路市木場 34.7718 134.7265 60 丘陵地 傾斜地 海岸の崖 ササ，ススキ 乾燥 220 出穂 5 太茎 小赤壁展望台，周辺は刈払い，
付近に点在

3 2022/10/25 トキワススキ 岡山県 倉敷市玉島黒崎 34.4922 133.6192 21 丘陵地 傾斜地 畑地沿い，山林 低木 乾燥 250 出穂 10 太茎 山林内の畑地，崖の上
4 2022/10/27 トキワススキ 兵庫県 淡路市野島轟木 34.5682 134.9534 6 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 ササ，セイタカアワダチソウ 乾燥 250 出穂 5 太茎 畑地と道路法面の境界
5 2022/10/27 トキワススキ 兵庫県 淡路市野島江崎 34.5978 134.9769 8 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 ササ，セイタカアワダチソウ，低木 乾燥 250 出穂 5 太茎 畑地と道路法面の境界，

付近に点在
6 2022/10/27 トキワススキ 兵庫県 淡路市野島江崎 34.5984 134.9791 5 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 低木 乾燥 300 出穂 50 太茎 一部刈払われている

Table 2. List of Miscanthus spp. survey sites around the Seto Inland Sea region
表 2．瀬戸内海地域におけるススキ属の調査地点

1) 自生地での観察において，茎の直径が１cm 前後を太茎，5mm 前後を細茎とした．


